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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【近代史で楽しむ日本の酒 –灘五郷の発展と地域社会-】 

日  時: 令和４年１０月２９日 （土）１３:００～１５：００ 

受講者数: ２１名 

会  場:  神戸商科キャンパス 教育棟 III C216号室 

講  師:  国際商経学部 講師 大澤 篤 

 

この講座では、灘五郷の酒造りを題材に、近代の酒造りにおけるイノベーションについて技術やそ

れを支える労働という側面から学びました。今も地域に残る水車から歴史をたどり、なぜそこに酒

の一大産地が形成されたのかが詳しく解説されました。 

 今回の講座は、まず東灘区住吉界隈の水車の話から講義が始まり、そこから灘五郷の酒造りにつ

いて、なぜここに産地が形成されたのか、宮水の存在や摂津・播州の米、丹波杜氏の技術、六甲の

寒気等自然的条件と技術的要因が話されました。日本酒の製造工程を概観した後は、日露戦争以降

昭和までの近代の酒造りにおけるイノベーションに着目し、精米技術の向上、酒造りにおける杜氏

の役割、さらには灘五郷ならではの大企業と中小企業の相互依存によって地場産業として生き残

ってきた背景などが語られました。 

 最後は、現在にも残る風景から歴史的背景を考察すること、公共図書館の郷土資料などの楽しみ

方が示され講義が締めくくられました。 

 話題が「酒」であること、また馴染みのある地名やブランドの名前が多く出たこともあり、受講

生の皆さんが大変興味を持って聞き入っておられ、多くの方から「非常に満足」との感想が寄せら

れました。 

 

 


